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【目的】 
本研究の目的は，「酸素摂取量の時定数(τV
．
O2)は酸素利用能力を反映する指標であるこ
とを証明すること」である．そして，本研究の仮説は，「前運動を挿入したτV
．
O2 は，酸素
利用能力を反映する指標によって構成される」とした． 
 
【方法】 
仮説検証の方法は，酸素利用能力を反映する指標として平均周波数 (Mean Power 
Frequency：MPF)，1 日の平均歩数，下腿最大周径(Maximum Calf Circumference：MCC)，
τDeoxyHb(脱酸素化ヘモグロビンの時定数)を独立変数として選択し，τV
．
O2 を従属変数と
した重回帰分析による推定式を作成し，推定式の妥当性と信頼性を検討した． 
 
【結果と考察】 
本研究では，対象者のτV
．
O2 の制限因子に着目し，最大下運動負荷試験の結果から酸素供
給能力を表す PeakHR により，Matching 群と Mismatching 群の 2 群に分けて，推定式を作
成した．その結果，Matching 群の推定式は，以下のようになった． 
Matching 群の推定式：τV
．
O2＝14.350+ 1.203×τHHb 
Matching 群の推定式に採用された独立変数は，“τDeoxyHb”となり，分散分析表の結果
は有意で，R2 は 0.54 であったため，適合度は高いと判断した．τDeoxyHb は，動静脈酸素
含有量較差の指標であるため，独立変数として妥当性を持っていると考えられる． 
また，Mismatching 群では，以下の推定式が作成された． 
Mismatching 群の推定式：τV
．
O2＝-10.52 + 1.293×MCC 
Mismatching 群の推定式に採用された独立変数は，“MCC”となり，分散分析表の結果は
有意で，R2 は 0.53 であったため，適合度は高いと判断した．しかし，MCC は対象者の体格
を反映する指標であると報告され，健常成人においても脂肪量の影響を受けたため，仮説
と反する結果となり，妥当性が不十分であると考えられる． 
 
【まとめ】 
 本研究の成果は，Matching 群において高強度の前運動を挿入したτV
．
O2 は，酸素供給を
十分に満たしたため，酸素利用能力を反映する指標であることを構成概念妥当性によって
示したことである．さらに，Mismatching 群において高強度の前運動を挿入しても酸素供
給を十分に満たす条件を作成することができなかったことより，τV
．
O2 の多くは酸素供給に
依存することを示唆したことである．以上の成果から，本研究は酸素利用能力を評価する
際には，酸素供給系を十分に満たす条件を設定する必要を示唆したことに意義がある． 
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